
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 28,287,536 28,070,344 28,458,752 26,802,274 27,263,304平均値 67.5 68.7 68.0 69.3 72.4平均値 54.0 55.1 52.2 52.5 54.6

9,200,175 9,285,520

平均値 197.8 171.0 160.5 167.7 180.9

64.2 66.4 65.3 64.3 当該値 9,119,62355.5 57.5 58.9 59.7 当該値 57.7
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当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 54.5
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9,286,901 9,304,045

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

指定管理者制度の利用料金制を導入しており、指定管理者である
吾妻郡医師会と5年毎に契約更新しており、毎月の吾妻郡医師会の
理事会において中之条病院の月次報告を行っている。精神科病院
として入院・外来を中心とした精神医療の提供を行っており、精
神障害者がスムーズに移行出来る様に精神保健福祉士と関係行政
機関の連携を密に行っている。地域医療を担う精神科病院とし
て、他医療機関等の協力を得て、より充実した質の高い精神医療
の提供に努め、末永く存続しなければならないと考えている。そ
のためこれまで同様、経営の効率化や諸経費削減に努め、安定的
な経営ができるよう努力することが検討課題である。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

86.9 平均値 7.9 7.7 7.3 6.98,697 平均値 92.2 91.4 84.0 82.923,940 平均値平均値 22,234 22,875 23,419 23,411

66.6 68.8 73.7 75.112,017 11,006 10,083 10,063 9,657 当該値

8,706 8,691 8,761 8,739

当該値 12,578 12,761 12,833 12,680 13,041 当該値
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は費用の減があった一方、前年比入院延数減の影響で入院
収益が減となり、前年のコロナ支援もなくなったことで収益の減が上回
り、前年から減少した。また、類似病院より下回っていた。②③医業収支
比率・修正医業収支比率においては類似病院より上回っていたが、収益減
の影響で前年から減少した。
④病床利用率は全国・類似病院より上回っているが、入院患者数減少によ
り、利用率が減少している。精神保健法改正に伴い退院支援委員会開催
し、地域移行や退院が増加傾向である。
⑤入院患者一人一日当たり収益が全国・類似病院より下回っており収益増
が検討課題である。
⑥外来１人1日当たりは上回っている。
⑦給与費対医業収支比率は毎年同比率で類似病院より下回っている。
⑧材料費対医業収益比率は類似病院より上回っている。
⑨累積欠損金はない。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ①②有形固定資産償却率は増加傾向であり、築47年経過し給排水
をはじめとする設備面や施設に、改修が必要な箇所が多くみられ
るようになってきた。器械備品減価償却率は横ばいで推移してお
り、器械備品は医療行為に支障をきたさないよう耐用年数をみな
がら、更新を行っており、患者の安全性及び療養環境の確保にか
かる設備の更新を優先している。
③１床当たり有形固定資産は全国・類似病院より大幅に下回って
おり、健全性は確保されていると考えられる。

R06 R02 R03 R04

16.2 14.8 15.7 16.2 16.074.8 当該値

平均値 65.3 63.1 62.3 62.4 61.9平均値 61.9 61.7 61.5 61.1 59.5平均値 64.8 64.1 64.1 63.8 62.3平均値 102.3 103.5 102.5 100.2 96.5

当該値 87.8 86.5 84.2 76.7 71.4当該値 95.7 95.3 91.4 86.0 84.095.3 91.4 86.0 84.0当該値 105.9 103.2 99.1 95.7 92.4

Ⅰ 地域において担っている役割
吾妻構想区域で唯一の精神科病院として、地域における精神医療
の中核を担っている。入院患者の80％が吾妻郡の住人である。地
域に根差した精神科病院として他医療機関をはじめ精神障害者の
保健福祉に関わる各関係機関、介護施設等と連携を密に図り、精
神障害者が地域で安心して暮らせるよう医療を提供している。過
疎化高齢化が著しく、認知症の高齢者も増加傾向にあり地域包括
ケアシステムにおける精神医療面での役割も大きくなっている。
吾妻保健福祉事務所や各町村の保健・福祉の担当者と定期的に患
者さんの支援会議を開催し、より良い医療を検討するなどネット
ワークを構築する役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 95.7
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- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 6,080 非該当 非該当 １５：１ -

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 1 - - - 223 - 223 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 - - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
群馬県吾妻広域町村圏振興整備組合（事業会計分）　中之条病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【26.7】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【57.7】
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